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○�町長への手紙やご意見箱は、町民の皆さんの声
を町政に反映させるためのものです。まちづく
りの提案や意見、日常生活の中で感じているこ
とをお寄せください。
　○�町長への手紙やご意見箱は、必ず町長が目をと
おし、個人のプライバシーや利害にかかわるも
の以外は、差出人へ返事を送ります。できるだけ、
名前と住所などを記入してください。
　なお、誹

ひぼうちゅうしょう

謗中傷の類
たぐい

は受け付けません。
　△ 町長への手紙（用紙）の設置場所
　�役場、町民会館、中央公民館、山鹿公民館、芦
屋東公民館
　△ ご意見箱
　�芦屋町のホームページ（トップページ右側）にあ
る「ご意見・ご提案」のバナーからお寄せください。

平成 30 年度　受付状況
■年代別受付人数

町長への手紙 ご意見箱
受付
（人）

構成比
（％）

受付
（人）

構成比
（％）

19 歳以下 0 0 0 0
20・30 代 4 9.1 2 11.1
40・50 代 5 11.4 11 61.1
60 歳以上 17 38.6 4 22.2
不　明 18 40.9 1 5.6
計 44 100.0 18 100.0

■性質別受付件数（１通に複数の内容あり）
町長への手紙 ご意見箱
受付
（人）

構成比
（％）

受付
（人）

構成比
（％）

意見・提案 16 35.6 13 72.2
要望・苦情 29 64.4 2 11.1
そのほか 0 0 3 16.7
計 45 100.0 18 100.0

 

町長への手紙・ご意見箱
　芦屋町では、「まちづくりは町民全員が協働してつくるもの」と考え、町政への提案
や意見などをいただく「町長への手紙」と、「ご意見箱」があります。今回は、平成 30
年度に延べ 62人からいただいた町長への手紙・ご意見箱の中から抜粋して紹介します。

＝要望                                                   

△ �

問い合わせ　広報情報係（☎２２３局３５６９）

使用済み乾電池を捨てたい

　使用済み乾電池の回収ボックスを東公民館に
置いて欲しい。役場に持って行ってますが、バ
スで行くのは重くて大変です。燃えないゴミの
袋に入れて出せないでしょうか。
� （70 歳代・女性）

要 回収ボックスの利用を

　乾電池の回収ボックスは役場だけでなく小中
学校、中央公民館、山鹿公民館、芦屋東公民館、
芦屋町商工会にも設置しています。燃えないゴ
ミで処理をすると危険なため回収ボックスの利
用にご協力をお願いします。�（環境住宅課回答）

答

要

図書館の貸し出し期間を長くし
て欲しい

　全国的に２週間程度が一般的かもしれません
が、小さな子どもがいて 1冊の本を読むために
数ヶ月かかる事もあります。今も電話をする事
で１度は延長できますが、ちょくちょく延長手
続きをとらないといけません。
　貸し出し期間を長くする事はできないでしょ
うか。� （30 代・女性）

要 貸し出し期間を長くする事は
難しい

　図書館はいろいろな本を提供することや予約
が多い本も一定期間で次の人にお届けすること、
雑誌などは情報が新鮮なうちに届けることなど
のために貸し出し期間を 15 日間としています。
期間を長くすると返却待ちの期間も長くなって
しまいます。このような理由で貸し出し期間の
変更は難しいです。� （生涯学習課回答）

答



問い合わせ（市外局番０９３）

☎ 223-3677図 書 館
☎ 222-1681中央公民館

役場・教育委員会 ☎ 223-0881 ㈹

☎ 222-2931芦屋中央病院
☎ 223-0731町民会館 ☎ 222-1981芦屋東公民館

☎ 223-1892山鹿公民館

芦屋歴史の里 ☎ 222-2555
芦屋釜の里 ☎ 223-5881

☎ 222-0181総合体育館
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み
ん
な
で
元
気
に
な
ろ
う
や
！

講
座
に
参
加
し
ま
せ
ん
か　

▽�

と
き　

７
月
５
日
金
・
午
前
９
時
30
分 

～ 

正
午
（
９
時
15
分
か
ら
受
け
付
け
）

▽
と
こ
ろ　

中
央
公
民
館
45
会
議
室

▽�

内
容　

ス
ロ
ー
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

▽�

対
象　

町
内
在
住
の
30
～
74
歳
の
人

▽
定
員　

15
人

▽�

参
加
費　

無
料

▽�

持
っ
て
く
る
物　

健
診
結
果
表
、
筆

記
用
具
、
水
分
補
給
で
き
る
も
の
、

運
動
が
で
き
る
服
装

▽�

申
し
込
み　

７
月
1
日
月
ま
で
に
健

康
づ
く
り
係
（
☎
２
２
３
局
３
５
３

３
）
へ

優
生
手
術
な
ど
を

受
け
た
人
に
対
す
る
一
時
金

　

旧
優
生
保
護
法
に
基
づ
く
優
生
手
術

な
ど
を
受
け
た
人
に
対
し
て
一
時
金
を

支
給
す
る
新
た
な
法
律
が
施
行
さ
れ
ま

し
た
。
対
象
者
は
請
求
に
基
づ
き
、
厚

生
労
働
大
臣
の
認
定
後
、
一
時
金
（
一

律
３
２
０
万
円
）
の
支
給
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

▽�

問
い
合
わ
せ
　
福
岡
県
旧
優
生
保
護

法
一
時
金
支
給
受
付
・
電
話
相
談
窓

口
（
☎
〈
０
９
２
〉
６
３
２
局
５
１

７
５
）
へ

※�

受
け
付
け
時
間
＝
午
前
９
時
～
午
後

５
時
15
分
（
土
日
祝
日
、
年
末
年
始

を
除
く
）

認
知
症
家
族
の
会 

あ
し
や　

施
設
見
学
会
と
交
流
会

　

認
知
症
が
進
行

す
る
と
施
設
入
所

を
考
え
、
悩
む
時

期
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
時
の

た
め
に
町
内
に
ど

の
よ
う
な
施
設
が

あ
る
の
か
、
事
前

に
知
っ
て
お
く
こ
と
は
大
切
で
す
。

　

今
回
は
、
２
か
所
の
施
設
見
学
と
海

を
見
な
が
ら
の
昼
食
交
流
会
を
計
画
し

ま
し
た
。
参
加
者
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
す
る
時
間
を
持
っ
て
み

ま
せ
ん
か
。
誰
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

▽�

と
き　

７
月
９
日
火
・
午
前
10
時
～�

午
後
２
時

※�

９
時
30
分
に
役
場
駐
車
場
に
集
合
後
、

送
迎
バ
ス
で
移
動
し
ま
す
。

▽�

内
容　
【
施
設
見
学
会
】
リ
カ
バ
リ
ー

セ
ン
タ
ー
ひ
び
き
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
オ
ア
シ
ス
【
交
流
会
】
マ
リ
ン
テ

ラ
ス
あ
し
や
で
昼
食

▽
定
員　

20
人
（
先
着
順
）

▽�

参
加
費　

見
学
会
は
無
料

※�

交
流
会
の
昼
食
代
は
各
々
自
費
で
す
。

▽�

申
し
込
み　

６
月
27
日
木
ま
で
に
芦

屋
町
社
会
福
祉
協
議
会
事
務
局　
（
☎

２
２
２
局
２
８
６
６
）
へ

「
家
族
に
よ
る
家
族
学
習
会
」

～
一
人
で
悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か
～

　

精
神
疾
患
な
ど
の

家
族
を
持
つ
者
同
士

が
、
互
い
の
体
験
を
語

り
合
い
、
そ
れ
に
基
づ

く
知
識
や
知
恵
を
共

有
し
な
が
ら
学
ん
で

い
く
講
座
で
す
。

▽�

と
き　

８
月
～
12
月
の
第
２
土
曜
日
・

午
後
１
時
～
４
時
（
計
５
回
）

▽�

と
こ
ろ　

は
ま
ゆ
う
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー　
（
水
巻
町
吉
田
）

▽�

対
象　

統
合
失
調
症
な
ど
重
度
の
精

神
疾
患
の
人
が
家
族
に
い
る
人
で
、

５
回
を
と
お
し
て
参
加
可
能
な
人

▽
定
員　

10
人
程
度

▽�

参
加
費　

テ
キ
ス
ト
代
（
全
５
回
分
）

と
資
料
代
１
７
９
６
円

▽�

申
し
込
み　

参
加
申
込
書
を
７
月
16

日
火
ま
で
に
は
ま
ゆ
う
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
へ
郵
送
（
〒
８
０
７

－

０
０

４
６ 

水
巻
町
吉
田
西
３
丁
目
19
番
11

号
）、
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
（
☎
２
０
１

局
８
１
５
１
）で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

申
し
込
み
用
紙
は
、
役
場
障
が
い
者
・

生
活
支
援
係
に
あ
り
ま
す
。

▽�

問
い
合
わ
せ
　
は
ま
ゆ
う
家
族
会　

（
☎
２
０
１
局
６
１
５
１
）

③

健
康
・
福
祉
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町
の
臨
時
職
員
募
集

【
土
木
係
美
化
作
業
員
】

▽�

募
集
人
数　

１
人

▽�

勤
務
地　

芦
屋
町
内

▽�

業
務
内
容
　
草
刈
り
、
道
路
・
側
溝

清
掃
、
そ
の
他
道
路
維
持
管
理
に
関

す
る
業
務

▽�

勤
務
時
間　

午
前
８
時
30
分
～
午
後

５
時
（
休
憩
60
分
）

▽�

勤
務
形
態　

平
日
の
週
５
日
勤
務

※
土
日
祝
日
休
み

▽�

採
用
条
件　

特
に
な
し

▽�

賃
金　

日
額
７
１
２
５
円

▽�

保
険　

社
会
保
険
・
雇
用
保
険

▽�

勤
務
開
始
日　

７
月
８
日
月

▽�

申
し
込
み
　
６
月
28
日
金
ま
で
に
人

事
係
（
☎
２
２
３
局
３
５
７
４
）
へ

※�

申
込
書
は
人
事
係
に
あ
り
ま
す
。
町

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
。

訪
問
調
査
員
（
嘱
託
員
）
募
集　

　

介
護
保
険
の
訪
問
調
査
業
務
を
行
う

訪
問
調
査
員
（
嘱
託
員
）
の
採
用
試
験

を
行
い
ま
す
。

▽�

募
集
人
数　

１
人

▽�

雇
用
期
間　

10
月
１
日
火
～
令
和
２

年
３
月
31
日
火
（
雇
用
延
長
あ
り
）

▽�

勤
務
時
間
　
午
前
８
時
45
分
～
午
後

５
時
（
週
４
日
勤
務
）

▽�

勤
務
地
　
福
岡
県
介
護
保
険
広
域
連

合
遠
賀
支
部
（
遠
賀
町
役
場
横
）

▽�

報
酬　

月
20
万
円
（
通
勤
手
当
別
途
）

▽�

保
険　

社
会
保
険
、
雇
用
保
険
あ
り

▽�

試
験
日　

一
次
試
験
＝
８
月
４
日
日
、

二
次
試
験
＝
８
月
18
日
日

▽�

試
験
会
場　

遠
賀
町
内

▽�

受
験
資
格　

昭
和
30
年
４
月
２
日
以

降
に
生
ま
れ
た
人
で
、
保
健
師
・
看

護
師
・
准
看
護
師
・
社
会
福
祉
士
・

介
護
福
祉
士
・
介
護
支
援
専
門
員
の

い
ず
れ
か
の
資
格
を
持
ち
、
自
家
用

車
（
２
輪
車
を
除
く
）
に
よ
る
調
査

活
動
が
で
き
る
人

▽�

申
し
込
み　

７
月
26
日
金
の
午
後
５

時
15
分
ま
で
に
、
遠
賀
郡
内
の
各
町

役
場
福
祉
課
ま
た
は
福
岡
県
介
護
保

険
広
域
連
合
遠
賀
支
部
窓
口
へ

※�

申
込
用
紙
は
、
７
月
１
日
月
か
ら
福
岡

県
介
護
保
険
広
域
連
合
遠
賀
支
部
や
、

遠
賀
郡
内
の
各
町
役
場
福
祉
課
窓
口

で
配
布
し
て
い
ま
す
。

▽�

問
い
合
わ
せ　

福
岡
県
介
護
保
険
広

域
連
合
遠
賀
支
部
（
☎
２
９
１
局
５

２
６
６
）

投
票
立
会
人
を
募
集
し
ま
す

　

投
票
立
会
人
は
、
事
務
が
公
正
に
行

④

♣育児相談　
【離乳食の日】（栄養士による栄養指導と進め方相談）

　 �　７月の相談日はありませんが、気になる事があ
れば気軽に電話してください。次回は８月19日月
です。

【たんぽぽ相談】（保健師・栄養士による相談）

　 ▽ �とき　７月８日月・午前 10時～正午

　 ▽ �持ってくるもの　あしやすくすくファイル・母子
健康手帳

　※�町外の人も気軽に相談できます。
【ほほえみ相談】（小児専門の臨床心理士による相談）

　 ▽ �とき　７月 23日火・午前 10時～正午
　※予約は芦屋町に住んでいる人のみです。

たんぽぽコーナー
対象は、就学前の子どもと保護者です。
●問い合わせ　芦屋町子育て支援センター
 「たんぽぽ」（☎２２１局２５６７）

７月の日曜開館日　７日、21 日

♥すくすく広場「楽しい歯の話」
　　歯科衛生士による歯磨き指導

　 ▽ �とき　７月２日火・午前10時～11時

　 ▽持ってくるもの　家で使っている歯ブラシ

♥にこにこ絵本

　 ▽ �とき　７月４日木・午前10時 45分～11時15分

♥吉村じいちゃんと絵本マミーの絵本タイム

　 ▽ �とき　７月 12日金・午前 11時～ 11時 30分
　※今月は第２金曜日に行います。

♥おもちゃ病院
　�　壊れたおもちゃをおもちゃドクターが修理してく
れます。

　 ▽ �とき　７月20日土・午前10時～午後３時
　※�おもちゃを事前に受け付けます。

みんな来てね、出前たんぽぽ広場

▽ �とき　７月 17日水・午前 10時～正午

▽ �ところ　山鹿公民館和室
※�たんぽぽスタッフが絵本やおもちゃを
用意して待っています。

募
集
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◦ 山鹿保育所（☎２２３局０５１３）

と　　き 内　容

7月 06 日土 16：00～18：00 夕涼み会

9月 07 日土 09：00～12：00ごろ 運動会

● 若葉保育所（☎２２２局２６２４）

と　　き 内　容

9月 14 日土 10：30 ごろ 運動会（自由参加競技）
ところ　港湾緑地公園

9月 20 日金 09：50～10：50 こどもの音楽会

● 緑ヶ丘保育園（☎２２３局１７４６）

と　　き 内　容

7月 06 日土 16：00から
夏祭り
親子観賞会「マジック・
コメディーショー」

● 認定こども園　芦屋中央幼稚園（☎２２２局０３２７）

と　　き 内　容

7月 09 日火 10：00～11：30 在園児（年中）と遊ぼう

9月 21 日土 09：30～11：30 運動会に参加しよう
※雨天の場合は22日日

● 愛生幼稚園（☎２２３局０３５８）

と　　き 内　容

7月 11 日木 10：00～11：30 夏の遊びをしよう

9月 05 日木 10：00～11：30 運動あそびをしよう

9月 21 日土11：00 ごろ 「愛生運動会」に
参加しよう

幼稚園・保育所・認定こども園の

         園開放日
               ７月  ～ ９月

※�日程は天候などで変更になる場合があります。
また、事前に電話予約が必要なものもあります。
申し込みや問い合わせは、各園へ。

わ
れ
る
よ
う
に
投
票
事
務
に
立
ち
会
う

人
で
す
。
選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、
７

月
21
日
日
に
執
行
が
見
込
ま
れ
る
参
議

院
議
員
通
常
選
挙
当
日
の
投
票
立
会
人

を
募
集
し
ま
す
。

▽�

応
募
資
格　

当
該
選
挙
権
が
あ
る
人

▽�

応
募
方
法　

６
月
26
日
水
ま
で
に
直

接
ま
た
は
電
話
で
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。

▽�

定
員
　
９
人

※
定
員
に
達
し
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

▽�

立
会
日　

投
票
日
当
日
の
午
前
７
時

～
午
後
８
時

※
交
代
で
随
時
休
憩
を
と
り
ま
す
。

▽�

報
酬　

町
条
例
に
基
づ
き
支
給

▽�

問
い
合
わ
せ　

芦
屋
町
選
挙
管
理
委
員

会
（
☎
２
２
３
局
０
８
８
１
）

県
営
住
宅
の
入
居
者
募
集

▽�

募
集
す
る
住
宅　

県
内
に
所
在
す
る

県
営
住
宅

※�

募
集
対
象
団
地
、
募
集
戸
数
な
ど
の

詳
細
は
住
宅
係
窓
口
で
配
布
す
る
募

集
案
内
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▽�

募
集
案
内
書
配
布
と
申
込
受
付
期
間

６
月
26
日
水
～
７
月
４
日
木

※
申
込
手
数
料
は
不
要
で
す
。

▽�

問
い
合
わ
せ　

福
岡
県
住
宅
供
給
公

社
県
営
住
宅
管
理
部
（
☎
〈
０
９
２
〉

７
８
１
局
８
０
２
９
）・
県
庁
県
営
住

宅
課
（
☎
〈
０
９
２
〉
６
４
３
局
３

７
３
９
）

住
居
表
示
番
号
が
重
複
し
て

困
っ
て
い
ま
せ
ん
か

　

住
居
表
示
番
号
と

は
、
訪
問
す
る
人
や
郵

便
物
の
配
達
人
が
わ
か

り
や
す
い
よ
う
、
建
物

に
つ
け
ら
れ
る
番
号
の

こ
と
で
、
町
が
設
定
し

て
い
ま
す
。

　

住
居
表
示
番
号
の
重
複
に
よ
る
誤
っ

た
訪
問
や
配
達
で
困
っ
て
い
る
場
合
は
、

役
場
に
申
し
出
る
こ
と
で
、
番
号
を
変

更
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

【
例
】�
芦
屋
町
役
場
の
住
居
表
示
番
号
は

「
芦
屋
町
幸
町
２
番
20
号
」
で
す
。

幸
町
２
番
20
号
が
２
件
あ
っ
た
場

合
、
一
方
を
幸
町
２
番
20

－

１
号

と
し
、
他
方
を
幸
町
２
番
20

－

２

号
と
表
記
し
ま
す
。

※�

大
字
地
区
（
大
字
芦
屋
○
○
番
地
や

大
字
山
鹿
△
△
番
地
）
は
含
ま
れ
ま

せ
ん
。

※�

２
階
建
て
以
下
の
集
合
住
宅
は
対
象

に
な
り
ま
せ
ん
。

※�

住
居
表
示
番
号
の
変
更
に
伴
う
不
動

産
登
記
、
年
金
手
帳
、
免
許
証
な
ど

の
住
所
変
更
手
続
き
は
個
人
で
行
う

必
要
が
あ
り
ま
す
。

▽�

問
い
合
わ
せ　

住
民
係
（
☎
２
２
３

局
３
５
３
１
）
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福
岡
県
下
水
道
排
水
設
備
工
事

責
任
技
術
者
試
験

▽�

と
き　

11
月
３
日
日
・
午
前
９
時
50

分
～
正
午

▽�

と
こ
ろ　

小
倉
興
産
Ｋ
Ｍ
Ｍ
ビ
ル（
小

倉
北
区
浅
野
）

※
ほ
か
３
会
場
あ
り

▽�

手
数
料　

１
２
０
０
０
円

▽�

申
し
込
み　

７
月
１
日
月
～
12
日
金

に
、
下
水
道
係
（
☎
２
２
３
局
３
５
４

９
）
へ

「
第
69
回
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」

中
間
・
遠
賀
地
区
推
進
大
会
開
催

　
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
は
、

地
域
の
皆
さ
ん
が
犯
罪
や
非
行
の
な
い

安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会
を
築

こ
う
と
す
る
官
民
一
体
で
取
り
組
む
運

動
で
、
７
月
は
こ
の
運
動
の
強
化
月
間

で
す
。

　

遠
賀
保
護
区
保
護
司
会
の
主
催
で
、

講
演
会
な
ど
を
行
い
ま
す
。

▽�

と
き　

７
月
２
日
火
・
午
後
１
時
30

分
～
３
時

▽�

と
こ
ろ　

な
か
ま
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー

ル
（
中
間
市
蓮
花
寺
）

▽�

講
演
　【
講
師
】　

工
藤
良
さ
ん
（
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
田
川
ふ
れ
愛
義
塾
理
事
長
）

　

�【
演
題
】　

暴
走
族
総
長
か
ら
更
正
（
立

ち
直
り
）
支
援
へ　

そ
の
道
の
り

▽�

問
い
合
わ
せ　

遠
賀
保
護
区
保
護
司

会
厚
生
保
護
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー（
☎

２
０
１
局
２
１
４
４
）

※
平
日
・
午
前
10
時
～
午
後
４
時

消
費
税
軽
減
税
率
へ
の
対
応
は

済
ん
で
い
ま
す
か

　

10
月
か
ら
始
ま
る
消
費
税
率
引
上
げ

に
伴
い
、
軽
減
税
率
対
象
商
品
を
扱
う

店
舗
な
ど
は
複
数
税
率
に
対
応
し
た
レ

ジ
や
シ
ス
テ
ム
改
修
が
必
要
で
す
。

　

現
在
国
で
は
、
レ
ジ
や
シ
ス
テ
ム
の

導
入
・
改
修
な
ど
を
行
う
中
小
事
業
者

に
対
し
、
経
費
の
一
部
を
補
助
し
て
い

ま
す
。
詳
し
く
は
軽
減

税
率
対
策
補
助
金
事
務

局
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

▽�

問
い
合
わ
せ　

軽
減
税
率
対
策
補
助

金
事
務
局
（
☎
０
１
２
０

－

３
９
８

－

１
１
１
）

中
小
事
業
者
の
皆
さ
ん
の

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
導
入
を
支
援
し
ま
す

　

10
月
か
ら
の
消
費
税
率
引
上
げ
後
の

消
費
喚
起
と
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
を
推

進
す
る
た
め
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済

端
末
を
導
入
し
た
い
中
小
事
業
者
に
対

し
、
決
済
端
末
な
ど
の
導
入
費
用
や
決

済
手
数
料
の
一
部
な
ど
を
国
が
支
援
す

る
制
度
が
で
き
ま
し
た
。
実
施
期
間
や

対
象
と
な
る
事
業
者
な
ど
、
詳
し
く
は

経
済
産
業
局
キ
ャ
ッ
シ

ュ
レ
ス
・
消
費
者
還
元

事
務
局
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▽�

問
い
合
わ
せ　

経
済
産
業
局　

キ
ャ

ッ
シ
ュ
レ
ス
・
消
費
者
還
元
事
務
局

（
☎
０
５
７
０

－

０
０
０

－

６
５
５
）

世
界
の
料
理
教
室

　

芦
屋
町
国
際
交
流
協
会
は
、
食
生
活
改

善
推
進
会
と
共
同
で
外
国
の
文
化
に
ふ
れ

る
こ
と
、
知
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
世
界

の
料
理
教
室
を
行
い
ま
す
。
今
回
は
フ
ィ

ジ
ー
料
理
（
海
鮮
、
焼
き
物
、
デ
ザ
ー
ト
）

を
作
り
ま
す
。

▽��

と
き　

６
月
29
日
土
・
午
前
10
時
（
９

時
30
分
か
ら
受
け
付
け
）

▽�

と
こ
ろ　

中
央
公
民
館
４
階
調
理
室

▽�

講
師　

フ
ィ
さ
ん
、
ベ
ン
さ
ん
（
フ
ィ

ジ
ー
）

▽�

参
加
費　

５
０
０
円
（
非
会
員
は
７

０
０
円
）

▽�

定
員　

20
人
（
先
着
順
）

▽�
持
っ
て
く
る
も
の　

エ
プ
ロ
ン
、
三

角
巾
、
ス
リ
ッ
パ
、
手
拭
き

▽�

申
し
込
み　

６
月
17
日
月
～
６
月
24

日
月
ま
で
に
、
国
際
交
流
協
会
（
田

中
☎
２
２
３
局
３
５
１
６
）
ま
た
は

（
古
川
☎
０
９
０
―
５
７
４
８
―
７
６

４
０
）
へ

福
岡
県
グ
ロ
ー
バ
ル
青
年
の
翼

参
加
者
募
集

　

国
際
的
な
視
野

を
持
ち
、
地
域
で
活

躍
す
る
人
材
を
育
成

す
る
「
福
岡
県
グ
ロ

ー
バ
ル
青
年
の
翼
」

の
参
加
者
を
募
集
し

ま
す
。

▽�

研
修
期
間　

９
月
上
旬
～
令
和
２
年
３

月
下
旬
（
報
告
会
）

▽�

海
外
研
修
期
間　

11
月
３
日
日
～
10

日
日
の
７
泊
８
日

▽�

と
こ
ろ　

マ
レ
ー
シ
ア
（
ク
ア
ラ
ル
ン

プ
ー
ル
）・
ミ
ャ
ン
マ
ー
（
ヤ
ン
ゴ
ン
・

バ
ガ
ン
・
パ
コ
ッ
ク
）
の
2
カ
国

▽�

研
修
活
動　

国
内
宿
泊
研
修
（
県
内

で
３
回
予
定
）、フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
、

海
外
研
修
（
現
地
企
業
や
教
育
機
関
・

文
化
施
設
の
視
察
、
現
地
で
活
躍
す

る
日
本
人
な
ど
と
の
交
流
な
ど
）、
報

告
会
な
ど

▽�

募
集
人
数　

24
人

▽�

応
募
資
格　

県
内
在
住
で
18
歳
以
上

35
歳
以
下
の
人
（
平
成
31
年
４
月
1

日
現
在
）

▽�

負
担
金　

12
万
円
、（
学
生
10
万
円
）

▽�

申
し
込
み　

６
月
27
日
木
ま
で
に
福

岡
県
青
少
年
育
成
課
（
☎
︿
０
９
２
﹀

６
４
３
局
３
３
８
６
）
へ

※�

芦
屋
町
に
住
ん
で
い
る
人
が
、
こ
の

⑥

お
知
ら
せ
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事
業
に
参
加
し
一
定
条
件
を
満
た
し

た
場
合
は
、
負
担
金
の
一
部
を
助
成

す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。
助
成
に
関

す
る
問
い
合
わ
せ
は
社
会
教
育
係
（
☎

２
２
３
局
３
５
４
６
）
へ

国
民
健
康
保
険
税
の
滞
納
者
に
は

保
険
証
を
郵
送
で
き
ま
せ
ん

　

現
在
使
用
し
て
い
る
保
険
証
（
柿
色
）

は
、
有
効
期
限
が
７
月
31
日
水
ま
で
で

す
。
８
月
か
ら
有
効
の
新
し
い
保
険
証

（
桃
色
）
は
、７
月
下
旬
に
郵
送
し
ま
す
。

　

し
か
し
、
平
成
30
年
度
国
民
健
康
保

険
税
全
期
の
入
金
が
7
月
1
日
月
時
点

で
確
認
で
き
な
い
場
合
や
、
29
年
度
以

前
の
滞
納
が
あ
る
場
合
は
、
保
険
証
を

郵
送
で
き
ま
せ
ん
。
期
限
内
の
納
付
を

お
願
い
し
ま
す
。

▽�

問
い
合
わ
せ　

保
険
年
金
係
（
☎
２

２
３
局
３
５
３
２
）

⑦

�　今年度は、介護保険料の軽減強化や年金生活
者支援給付金の支給開始に伴い、後期高齢者医
療保険料の均等割が下記のとおり変わります。

▽ �対象者　世帯の被保険者全員の年金収入が80
万円以下で、そのほかに各種所得がない人

▽ �内容
（旧）平成30年度 （新）令和元年度

軽減割合 ９割軽減 ８割軽減

納付割合 １割 ２割

１カ月あた
りの金額 約５００円 約９５０円

◦所得の低い高齢者の介護保険料を軽減
　�　今年度、所得の低い高齢者を対象に介護保
険料の負担が月平均で４４０円軽減されます。

◦所得の低い年金生活者への支援給付金　
　�　10月から、所得の低い年金受給者へ、基準
額月５０００円が支給される年金生活者支援
給付金の制度が始まります。

▽ �問い合わせ
　�後期高齢者医療保険料の見直しに関すること＝福岡県後期高齢者医療広域連合（☎〈０９２〉
６５１局３１１１）・保険年金係（☎２２３局３５３２）
　�介護保険料の負担軽減に関すること＝高齢者支援係（☎２２３局３５３６）
　�年金生活者支援給付金に関すること＝ねんきんダイヤル（☎０５７０－０５－１１６５）

後期高齢者医療制度の保険料が変わります

● 20 歳前障害基礎年金の所得状況届の提出が
　不要になります。
　�　日本年金機構は、市区町村から所得情報の提供を受けることが
可能となるため、所得状況届（ハガキ）は、今後は原則として提
出いただく必要がありません。
　�　日本年金機構が前年分の所得情報の提供が受けられないときは、
これまでどおり所得状況届の提出が必要となります。

●障害状態確認届（診断書）等の手続きが変わります　
　�　障害状態確認届（診断書）の作成期間が提出期限1か月以内か
ら3か月以内に拡大されます。これまで誕生月の前月末に送付し
ていた障害状態確認届（診断書）の用紙は、今後誕生月の3か月
前の月末に日本年金機構より送付します。
　※��提出期限が令和元年 8月以降となる人が対象となります。
　�　また、障害給付額改定請求書には、提出する日前 1か月以内の
障害の状態を記入した診断書を添えることとされていましたが、
変更後は提出する日前 3か月以内の障害の状態を記入した診断書
を添えていただくことになりました。
　※令和元年８月以降の請求分が対象となります。

▽ �問い合わせ　保険年金係（☎２２３局３５３２）

みんなのねんきん 
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八は
っ
さ
く朔
の
わ
ら
馬
づ
く
り
講
座

　

芦
屋
町
で
３
０
０
年
以

上
続
く
八
朔
行
事
は
国
選

択
無
形
民
俗
文
化
財
に

指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
八
朔
行
事
で
飾
る

わ
ら
馬
を
一
緒
に
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

▽�

と
き　

６
月
30
日
日
・
午
後
１
時
～

３
時
30
分

▽
と
こ
ろ　

町
民
会
館
３
階
会
議
室

▽�

講
師　

筑
前
芦
屋
だ
ご
び
ー
な
と
わ

ら
馬
の
会

▽�

定
員　

10
人
（
先
着
順
）

※�

小
学
校
２
年
生
以
下
の
参
加
に
は
、
保

護
者
の
同
伴
が
必
要
で
す
。

▽�

申
し
込
み　

６
月
18
日
火
～
25
日
火
・

午
前
９
時
～
午
後
５
時
に
、
芦
屋
歴

史
の
里
（
☎
２
２
２
局
２
５
５
５
）
へ

※
月
曜
日
は
休
館
で
す
。

遠
賀
川
物
語

～
川
の
流
れ
と
船
が
綴つ

づ

っ
た
歴
史
～

　

古
処
山
か
ら
始
ま
る
水
の
流
れ
は
、

幾
筋
も
の
流
れ
と
合
流
し
筑
豊
平
野
を

潤
し
、
河
口
の
町
芦
屋
か
ら
滔と
う
と
う々

と
響

灘
へ
と
注
ぎ
ま
す
。
悠
久
の
昔
か
ら
流

れ
続
け
る
川
は
、
鉄
を
運
び
、
石
炭
を

運
び
、
人
を
文
化
を
運
び
ま
し
た
。
川

が
綴
る
物
語
を
お
伝
え
し
ま
す
。

▽�

と
き
　
７
月
２
日
火
～
10
月
14
日
月
・

午
前
９
時
～
午
後
５
時

※�

月
曜
日
は
休
館
で
す
。
た
だ
し
、
月

曜
祝
日
の
場
合
は
そ
の
翌
日
が
休
館

で
す
。

▽
と
こ
ろ　

芦
屋
歴
史
の
里

▽�

入
館
料　

中
学
生
以
上
２
０
０
円
・

小
学
生
１
０
０
円

▽�

問
い
合
わ
せ　

芦
屋
歴
史
の
里
（
☎

２
２
２
局
２
５
５
５
）

あ
し
や
ま
ち
マ
ー
ケ
ッ
ト

　

断
捨
離
マ
ー
ケ
ッ
ト
と
フ
リ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
を
併
せ
た
「
あ
し
や
ま
ち
マ
ー

ケ
ッ
ト
」
を
開
催
し
ま
す
。
手
づ
く
り

の
小
物
や
ア
ク
セ
サ
リ
ー
商
品
を
は
じ

め
、
衣
類
や
タ
オ
ル
、
食
器
、
本
な
ど

の
リ
サ
イ
ク
ル
品
が
勢
ぞ
ろ
い
。
掘
り

出
し
物
が
見
つ
か
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

▽�

と
き　

７
月
６
日
土
・
午
前
10
時
～

午
後
１
時

▽
と
こ
ろ　

町
民
会
館

▽��

問
い
合
わ
せ　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

セ
ン
タ
ー
（
☎
２
２
１
局
１
０
１
１
）

中
央
公
民
館
講
座
③

「
日
本
に
関
係
す
る
国
際
法
の
話
」

　

普
段
の
私
た
ち
の
生
活
の
中
で
、「
国

際
法
」
と
い
う
単
語
を
耳
に
す
る
こ
と

は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
国
際
秩
序
の
基
盤
と
な
る

国
際
法
は
、
実
は
大
き
な
役
割
を
果
た

し
て
い
ま
す
。
近
隣
諸
国
と
の
関
係
や

国
際
社
会
全
体
と
日
本
と
の
関
係
で
、

国
際
法
が
ど
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
し

て
い
る
の
か
を
専
門
家
が
分
か
り
や
す

く
解
説
し
て
く
れ
ま
す
。

▽�

と
き
　
７
月
20
日
土
・
午
前
10
時
～

正
午

▽
と
こ
ろ　

中
央
公
民
館
２
階

▽�

講
師　

深
町
公
信
さ
ん
（
熊
本
大
学

法
学
部
教
授
）

▽�

申
し
込
み　

中
央
公
民
館
（
☎
２
２

２
局
１
６
８
１
）
へ

初
心
者
水
泳
教
室

▽�

と
き　

７
月
22
日
月
～
26
日
金
・
午

前
９
時
30
分
～
11
時

▽
と
こ
ろ　

山
鹿
小
学
校
プ
ー
ル

▽
対
象　

町
内
に
住
む
小
学
１
～
４
年
生

▽
定
員　

70
人
（
先
着
順
）

▽�

参
加
費　

１
０
０
０
円
（
保
険
料
を

含
む
）

▽�

申
し
込
み　

７
月
12
日
金
ま
で
に
参

加
費
を
添
え
て
、
芦
屋
町
体
育
協
会

（
☎
２
２
２
局
０
１
８
８
）
へ

福
岡
県
駅
伝
大
会

　

市
町
村
対
抗
「
福
岡
駅
伝
」
が
筑
後

市
で
行
わ
れ
ま
す
。
そ
こ
で
芦
屋
町
の
代

表
と
し
て
走
る
出
場
者
を
募
集
し
ま
す
。

▽�

と
き　

11
月
17
日
日
・
午
前
10
時
か

ら
開
会
式

▽�

と
こ
ろ　

筑
後
広
域
公
園
（
筑
後
市

大
字
津
島
）

※
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
で
送
迎
し
ま
す
。

▽�

対
象　

①
中
学
生
男
子
１
人
２
・
７
km
、

②
中
学
生
女
子
１
人
２
・
３
km
、
③
中

学
生
～
18
歳
男
子
１
人
２
・
７
km
、

④
中
学
生
～
18
歳
女
子
１
人
２
・
３
km
、

⑤
19
歳
以
上
男
子
３
人
各
５
km
、
⑥
19

歳
以
上
女
子
１
人
２
・
３
km
、
⑦
40
歳

以
上
１
人
２
・
７
km

※�

区
間
距
離
は
変
更
に
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

▽�

出
場
資
格　

８
月
１
日
現
在
で
、
芦

屋
町
に
住
ん
で
い
る
人

※�

①
～
④
は
保
護
者
が
芦
屋
町
に
住
ん

で
い
る
こ
と
。
⑤
～
⑦
は
芦
屋
中
学

校
出
身
で
現
在
他
市
町
村
在
住
の
人

も
応
募
で
き
ま
す
。

▽�

申
し
込
み　

７
月
31
日
水
ま
で
に
、

芦
屋
町
体
育
協
会
（
☎
２
２
２
局
０

１
８
８
）
へ

少
年
少
女
相
撲
大
会

▽�

と
き　

８
月
４
日
日
・
午
後
１
時
30

分
か
ら

▽�

と
こ
ろ　

総
合
運
動
公
園
相
撲
場

▽
対
象　

町
内
に
住
む
小
学
生

▽�

申
し
込
み　

７
月
26
日
金
ま
で
に
、

芦
屋
町
体
育
協
会
（
☎
２
２
２
局
０

⑧

お
知
ら
せ
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１
８
８
）
へ

※�
相
撲
教
室
を
７
月
31
日
水
～
８
月
３

日
土
・
午
後
４
時
～
６
時
に
行
い
ま
す
。

航
空
自
衛
隊
を
見
学
し
て
、

生
活
を
体
験
し
て
み
よ
う
！　

～
青
少
年
防
衛
講
座
の
ご
案
内
～

　

航
空
自
衛
隊
芦
屋
基
地
で
は
、
青
少

年
防
衛
講
座
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

▽�

と
き
　
８
月
６
日
火
～
７
日
水
（
１

泊
２
日
）

▽
と
こ
ろ　

航
空
自
衛
隊
芦
屋
基
地

▽�

定
員　

中
学
生
・
高
校
生
・
保
護
者

な
ど
40
人
（
応
募
者
多
数
の
場
合
は
、

抽
せ
ん
）

※�

中
学
生
、
高
校
生
の
み
で
も
参
加
で

き
ま
す
。

※�

保
護
者
の
参
加
は
、
１
家
庭
１
人
ま

で
、
６
日
火
の
み
参
加
可
能
で
す
。

▽�

内
容　

見
学
、喫
食
体
験
、宿
泊
体
験
、

訓
練
体
験
（
教
練
、
体
育
）
な
ど

※�

保
護
者
の
参
加
は
、見
学
・
喫
食
体
験
・

教
練
体
験
（
希
望
者
）
で
す
。

※
内
容
は
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▽��

参
加
費　

①
中
学
生
・
高
校
生
＝
１

４
６
６
円
②
参
加
希
望
の
保
護
者
の

み
＝
３
９
３
円

※
お
釣
り
の
な
い
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

▽�

応
募
期
間　

６
月
24
日
月
～
７
月
19

日
金
（
必
着
）

※�

応
募
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
問
い
合

わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

▽�
応
募
先
・
問
い
合
わ
せ　

航
空
自
衛

隊
芦
屋
基
地　

基
地
渉
外
室
「
青
少

年
防
衛
講
座
」
係
（
〒
８
０
７

－

０

１
３
３
芦
屋
町
大
字
芦
屋
１
４
５

－

０
１
☎
２
２
３
局
０
９
８
１
）
へ

公
園
は
正
し
く
利
用
し
ま
し
ょ
う

　

公
園
へ
は
、
ゴ
ル
フ
練
習
な
ど
の
危

険
行
為
目
的
の
立
ち
入
り
は
禁
止
で
す
。

　

違
反
者
は
軽
犯
罪
法
第
１
条
第
32
号

違
反
で
逮
捕
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

通
報
は
折
尾
警
察
署
へ
し
て
く
だ
さ
い
。

【
電
話
番
号
】　

☎
６
９
１
局
０
１
１
０

▽�

問
い
合
わ
せ　

環
境
・
公
園
係
（
☎

２
２
３
局
３
５
３
８
）

ひ
と
り
親
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

■
就
業
支
援

　

来
所
相
談
と
出
張
相
談
（
各
市
町
村

役
場
な
ど
）
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

支
援
希
望
の
人
は
、
先
に
電
話
で
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

■
養
育
費
電
話
相
談

　

養
育
費
に
関
す
る
相
談
に
応
じ
ま
す
。

相
談
の
結
果
、
弁
護
士
に
よ
る
更
な
る

助
言
が
必
要
と
判
断
し
た
人
に
は
、
弁

護
士
相
談
ク
ー
ポ
ン
（
１
時
間
無
料
相

談
券
）
を
配
布
し
ま
す
。

▽�
ク
ー
ポ
ン
利
用
対
象
者
　
福
岡
県
内

居
住
者
（
福
岡
市
・
北
九
州
市
・
久

留
米
市
を
除
く
）

※�

離
婚
前
の
相
談
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

■�

無
料
講
習
会

●�

【
パ
ソ
コ
ン
】（
ワ
ー
ド
・
エ
ク
セ
ル

の
基
礎
～
応
用
）

▽�

期
間　

７
月
16
日
火
～
８
月
30
日
金

間
の
火
・
金
曜
日
（
14
日
間
）・
午
前

９
時
30
分
～
午
後
０
時
30
分

▽�

と
こ
ろ　

福
岡
県
直
方
総
合
庁
舎（
直

方
市
日
吉
町
）

▽�

定
員　

10
人
（
託
児
あ
り
）

▽�

受
講
料　

無
料
（
教
材
費
１
０
０
０

円
は
自
己
負
担
）

▽�

申
込
期
限　

７
月
３
日
水

●�

【
介
護
事
務
】〈
資
格
取
得
〉

▽�

期
間　

７
月
31
日
水
～
10
月
16
日
水

の
水
曜
日
（
12
日
間
）・
午
後
６
時
30

分
～
９
時

▽�

と
こ
ろ　

宗
像
市
役
所（
宗
像
市
東
郷
）

▽�

定
員　

12
人
（
託
児
あ
り
）

▽�

受
講
料　

無
料
（
教
材
費
５
０
０
０

円
は
自
己
負
担
）

▽�

申
込
期
限　

７
月
18
日
木

●�

【
登
録
販
売
者
】〈
資
格
取
得
受
験
対
策
〉

▽�

期
間　

８
月
３
日
土
～
11
月
９
日
土

の
毎
週
土
曜
日
（
15
日
間
）・
午
前
９

時
30
分
～
午
後
０
時
30
分

▽�

と
こ
ろ　

飯
塚
市
立
岩
交
流
セ
ン
タ
ー

（
飯
塚
市
新
飯
塚
）

▽�

定
員　

８
人
（
託
児
あ
り
）

▽�

受
講
料　

無
料
（
教
材
費
な
ど
８
０

０
０
円
は
自
己
負
担
）

▽�

申
込
期
限　

７
月
24
日
水

▽�

問
い
合
わ
せ　

ひ
と
り
親
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
（
☎
〈
０
９
４
８
〉
２
１

局
０
３
９
０
）

⑨

　町では、生ごみの減量
化・資源化の取り組みと
してダンボールコンポス
トを無料配布し、生ごみ
を堆肥にして家庭菜園な
どに利用してもらうモニ
ターを募集します。

　生ごみはダンボールコンポストの中で微
生物により分解され、数カ月後には家庭菜園
などに利用できる堆肥へと変わります。
　家庭菜園などで使用できない場合は、役
場で引き取ることもできます。興味がある
人は、気軽に問い合わせてください。

▽対象　芦屋町に住んでいる人

▽募集人数　約 20人

▽ �申し込み　７月 12日水までに環境・公園
係（☎２２３局３５３８）へ

家庭で簡単にできる生ごみリサイクル！

ダンボールコンポスト（無料）
利用モニター募集


